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行
仙
宿
→
香
精
山
北
の
巡
視
・
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

４
月
９
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
大
森
洋
、 
 

 
 
 
 
 
 
 

山
川
自
知
、
梶
野
照
雄
、
阪
口
雄
二 

 
 
 
 
 
 
 

８
名 

  

例
年
こ
の
時
期
は
吉
野
の
桜
見
物
で
国
道
が
渋
滞
す
る
の
で
、
余
裕
を
見
て

２
０
分
ほ
ど
早
く
家
を
出
る
。
吉
野
町
の
国
道
は
ま
っ
た
く
混
ん
で
い
な
く
、

あ
っ
さ
り
と
通
過
し
て
し
ま
っ
た
。
桜
の
開
花
が
異
常
に
早
く
、
吉
野
も
そ
の

例
外
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
を
出
発 

 
 
 

 
 

行
仙
宿
に
着
く 

 
 
 

 

ロ
ー
プ
を
張
る 

 

午
前
８
時
過
ぎ
に
登
山
口
到
着
、
一
番
乗
り
か
と
思
っ
た
が
自
治
君
が
す
で

に
着
い
て
い
た
。
１
０
分
ほ
ど
経
っ
て
湯
川
車
な
ど
が
到
着
す
る
。 

今
日
は
全
員
で
巡
視
を
行
う
た
め
、
沖
崎
車
を
香
精
山
北
巡
視
路
の
下
山
口
に

デ
ポ
し
て
き
た
そ
う
だ
。 

 

午
前
８
時
半
、
予
定
の
時
間
に
登
り
始
め
る
。
お
天
気
は
い
い
の
だ
が
、
ま

だ
風
が
あ
り
気
温
も
低
い
。
行
仙
宿
に
着
い
て
玄
関
脇
の
温
度
計
を
見
る
と
プ

ラ
ス
５
℃
で
、
１
２
月
に
戻
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

２
２
番
鉄
塔
南
側
の
間
違
っ
た
踏
み
跡
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
通
行
止
め
に
す

る
。
笠
捨
山
捲
き
道
分
岐
で
奥
駈
道
と
旧
逓
信
道
に
分
か
れ
て
歩
く
。 

【
笠
捨
山
捲
き
道
班
】 

 

笠
捨
山
捲
き
道
班
は
梶
野
、
児
嶋
、
山
川
の
３
人
。 

 
 

 
 

 

笠
捨
山
捲
き
道
分
岐 

 
 

 
 

岩
場
を
計
測 

 
 
 

 
 

 

２
６
番
鉄
塔 

捲
き
道
は
部
分
的
に
谷
側
が
崩
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
昨
年
と
大
き
な
違

い
は
な
い
。
２
４
番
鉄
塔
先
の
ベ
ン
チ
で
一
休
み
。
１
５
分
ほ
ど
歩
い
て
岩
が

露
出
し
た
ト
ラ
バ
ー
ス
道
に
着
く
。
児
嶋
さ
ん
が
ロ
ー
プ
の
中
央
部
に
上
か
ら

ス
テ
ー
を
取
っ
た
。
全
体
の
距
離
を
測
る
と
２
０
ｍ
ほ
ど
あ
る
。
ア
ン
カ
ー
が

打
て
そ
う
な
硬
い
岩
盤
部
は
お
よ
そ
１
２
ｍ
で
、
岩
が
む
き
出
し
の
部
分
に
は



ク
サ
リ
の
取
り
付
け
が
で
き
そ
う
だ
。 

 

斜
木
を
一
本
切
除
し
て
奥
駈
道
に
着
く
。
奥
駈
道
合
流
手
前
の
大
き
な
倒
木

は
そ
の
位
置
が
昨
年
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
た
。
数
年
後
に
は
登
山
道
に
横

た
わ
る
だ
ろ
う
。
１
２
時
少
し
前
だ
っ
た
の
で
、
２
６
番
鉄
塔
に
向
か
う
。
２

６
番
鉄
塔
に
着
い
て
、
笠
捨
山
班
を
待
た
ず
に
昼
食
を
摂
る
。 

約
２
５
分
遅
れ
で
笠
捨
山
班
が
到
着
し
昼
食
後
出
発
。 

地
蔵
岳
越
え
の
奥
駈
道
班
と
地
蔵
岳
捲
き
道
班
に
分
か
れ
て
出
発
し
た
。 

【
地
蔵
岳
経
由
、
奥
駈
道
班
】 

 

地
蔵
岳
越
え
の
奥
駈
道
班
は
梶
野
、
児
嶋
、
濱
野
、
山
川
、
○
○
の
５
名
。 

 
 

 
 

 

槍
ヶ
岳
の
靡
看
板 

 
 

 
 

 

地
蔵
岳
山
頂 

 
 
 

 

ク
サ
リ
場
を
降
り
る 

取
り
付
け
ら
れ
た
ク
サ
リ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
む
が
、
ク
サ
リ
、
登
山
道

共
に
異
常
は
無
い
。
倒
木
も
無
い
の
で
黙
々
と
進
む
だ
け
だ
。 

午
後
２
時
に
捲
き
道
班
と
合
流
し
て
四
阿
宿
に
向
か
う
。 

四
阿
宿
か
ら
は
、
東
屋
岳
経
由
で
国
道
に
降
り
る
組
と
、
香
精
山
北
の
巡
視
路

を
下
山
す
る
組
に
分
か
れ
る
。 

【
香
精
山
北
の
巡
視
路
下
山
班
】 

 

巡
視
路
下
山
班
は
梶
野
、
濱
野
、
湯
川
、
山
川
、
○
○
の
５
名
、
四
阿
宿
か

ら
香
精
山
北
の
３
０
番
鉄
塔
ま
で
は
結
構
距
離
が
あ
り
３
０
分
歩
い
て
鉄
塔

に
着
く
。 

 
 

 
 

 

３
０
番
鉄
塔 

 
 
 
 

 

倒
木
を
切
除 

 
 

 
 
 

 

テ
ー
プ
を
追
加 

鉄
塔
巡
視
路
は
３
月
に
歩
い
て
い
る
の
で
よ
く
判
っ
て
い
る
。
３
１
番
鉄
塔
は

よ
く
見
え
て
い
る
の
だ
が
急
な
下
り
で
道
幅
も
狭
く
注
意
が
必
要
だ
。
３
１
番

鉄
塔
を
少
し
下
っ
た
所
の
３
月
に
切
り
残
し
た
杉
の
倒
木
を
処
理
し
、
午
後
４

時
過
ぎ
に
国
道
に
下
山
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 
【
笠
捨
山
経
由
、
奥
駈
道
班
】 

 
朝
９
時
４
５
分
に
行
仙
宿
を
出
発
し
て
笠
捨
山
山
頂
に
着
い
た
の
が
１
１

時
５
５
分
。
捲
き
道
班
と
合
流
す
る
２
６
番
鉄
塔
に
着
い
た
の
が
１
２
時
５
０

分
だ
っ
た
。 

近
年
台
風
の
影
響
も
な
く
、
道
荒
れ
や
倒
木
も
無
い
の
で
途
中
の
作
業
も
無
い
。 



そ
れ
な
の
に
笠
捨
山
山
頂
ま
で
２
時
間
以
上
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

ロ
ー
プ
を
追
加 

 
 
 

 
 

 

標
識
を
直
す 

 
 
 

 
 

笠
捨
山
山
頂 

捲
き
道
班
の
皆
さ
ん
を
か
な
り
待
た
せ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

年
に
一
度
は
笠
捨
山
に
登
る
の
で
、
そ
の
到
達
時
間
を
体
力
、
年
齢
の
目
安

と
し
て
き
た
が
、
毎
年
５
分
位
ず
つ
延
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
先
が
見

え
て
き
た
思
い
で
あ
る
。 

行
仙
宿
か
ら
２
６
番
鉄
塔
ま
で
の
奥
駈
道
に
何
ら
異
常
は
無
か
っ
た
。 

【
地
蔵
岳
捲
き
道
班
】 

 

２
６
番
鉄
塔
で
昼
食
を
摂
っ
て
い
る
と
一
人
の
登
山
者
が
通
り
か
か
っ
た
。 

上
葛
川
口
よ
り
奥
駈
道
に
入
り
、
行
仙
岳
ま
で
ピ
ス
ト
ン
し
た
帰
り
道
だ
と
い

う
。
す
ご
い
ハ
イ
ペ
ー
ス
だ
。
名
前
を
聞
く
と
熊
野
市
久
生
屋
の
三
隅
浩
君
で
、

地
蔵
岳
捲
き
道
を
誘
う
と
、
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
の
こ
と
で
沖
崎
、
湯
川
、

濱
野
、
三
隅
の
４
人
が
地
蔵
岳
捲
き
道
に
入
る
。 

捲
き
道
に
入
っ
て
す
ぐ
、
左
右
の
杉
林
が
間
伐
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
に
な
か

っ
た
こ
と
だ
。
地
蔵
岳
の
水
場
か
ら
い
つ
も
の
ル
ー
ト
で
奥
駈
道
に
着
く
。
２

６
番
鉄
塔
か
ら
は
３
５
分
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

地
蔵
岳
捲
き
道
を
進
む 

 
 
 

 

奥
駈
道
に
復
帰 

地
蔵
岳
捲
き
道
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
異
常
な
し
だ
っ
た
。 

 

奥
駈
道
を
待
っ
て
四
阿
宿
ま
で
登
り
、
沖
崎
、
児
嶋
、
大
森
の
３
名
は
東
屋

岳
か
ら
Ｒ
４
２
５
へ
下
山
し
た
。
５
５
分
だ
っ
た
。 

 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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